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プロジェクトマネジメントにおける感性コミュニ
ケーションの重要性
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４．まとめ
 PMと共創型共同作業の類似性に着目。両者で
はともに感性コミュニケーションが重要。
 プロジェクトマネジメント実験と分析を通して、
PMにおける感性コミュニケーションの良否を
評価する手法を提案。
【実業界で期待される効果】
 PMのヒューマンな側面を評価可能になった。
 PM以外の領域にも応用可能性が期待できる。
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 プロジェクトマネジメントのプロセスと共創型
共同作業のプロセスとの類似性
 共創型共同作業の知見からビジネスの現場
におけるプロジェクトを捉える
 感性コミュニケーションの側面からのプロジェ
クト効率化を目指す
 PM現場での教育に活かす
３．実験と分析
実験概要
 プロジェクトとして「旅行計画」を例題に、企画部署2人、
開発部署2人による感性コミュニケーションを観察
 企画部署は旅行プランを考えて企画書を作成
 開発部署は旅行プランを具体化してチラシを作成
 レビューの場の有無、プロジェクトマネージャの有無に
よる違いについて比較
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分析手法と結果
 PMプロセスでなされた会
話中の単語を分類・分析
◆曖昧なイメージを表す感性語
◆一般的な単語
◆固有名詞など明示的なt単語
 感性コミュニケーション
が適切に行われるとき、
感性語の割合が減少し、
固有単語の割合は増える
傾向に
 レビューとプロジェクト
マネージャの有用性確認
 プロジェクトの進行中には、
最初は曖昧なイメージが段階
的に精緻化・具体化される
 会話で用いられる単語も、最
初は曖昧なイメージレベルの
ものが多く、徐々に具体的な
語彙（固有名詞など）が増え
る
